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  東大和市子ども・子育て支援会議 第５回議事録 

会議名 平成29年度 第5回 東大和市子ども・子育て支援会議 

開催日時 平成30年3月27日（火） 14：00～14：40 

開催場所 中央公民館301学習室 

委員 

（出席者）上田委員、神原委員、黒岩委員、黒田委員、小林委員、佐々木委員、菅野委員、

續谷委員、仲里委員、水上委員 

（欠席者）網干委員 

事務局 

吉沢（子育て支援部長）、榎本（子育て支援部副参事 子ども・子育て支援施策推進担当） 、鈴木（子育て支援 

課長）、宮鍋（保育課長）、梶川（狭山保育園長）、新海（青少年課長）、 

渡邉（保育課保育・幼稚園係長）、小川（子育て支援課 子ども・子育て支援施策推進担当主査） 

傍聴者 0名 

会議次第 

１．開会 

２．会長挨拶 

３．議事 

（１）特定教育・保育施設、特定地域型保育事業所の利用定員について 

４．報告・情報提供 

（１）市長への答申（平成30年2月8日（木））について 

（２）東大和市子ども・子育て支援事業計画（平成30年3月改訂）及び平成28年度実施 

   状況報告書の公表について 

（３）平成30年度東大和市子ども・子育て支援会議年間スケジュール（案）について 

（４）平成30年度の保育園の入所状況について 

（５）平成30年度の学童保育の入所状況について 

５．その他 

（１）次回の会議日程について 

６．閉会 

配付資料 

   特定教育・保育施設、特定地域型保育事業所の利用定員について（資料 １） 

   東大和市子ども・子育て支援事業計画について（答申）（資料 ２） 

   子ども・子育て支援事業計画変更協議書の受理について（資料 ３） 

   平成30年度 子ども・子育て支援会議スケジュール（資料 ４） 

   子ども・子育て支援新制度に向けたスケジュール（案）（資料 ５） 

   平成30年度カレンダー（日程調整用）（資料 ６） 

   平成30年度保育施設入所状況（新規）（資料 ７） 

   平成30年度保育施設入所状況（資料 ８） 

会議の結果及び主要な発言 

 

事務局 

 

子育て支援部長 

事務局 

 

 

 

１．開会 

定刻になりましたので、会議を開会させていただきます。 

会議の開会に当たりまして、子育て支援部長吉沢よりご挨拶を申し上げます。 

（部長あいさつ） 

部長、ありがとうございました。本日は、網干副会長が欠席のようです。 

それでは、ここからは会長の進行とさせていただきますので佐々木会長、どうぞよろしくお

願いいたします。 
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２．会長挨拶 

（会長あいさつ） 

それでは、会議次第に沿いまして、進行していきますのでよろしくお願いします。 

まずは、本日は傍聴希望の方はおりますか。 

本日はおりません。 

わかりました。 

 

３．議事 

（１）特定教育・保育施設、特定地域型保育事業所の利用定員について 

では、議事の一番、特定教育・保育施設、特定地域型保育事業所の利用定員についての

説明を事務局からお願いします。 

平成30年度から、資料にある特定教育・保育施設の利用定員が変更になります。 

また、特定地域型保育事業所の新設等も予定していますので、子ども・子育て支援法31条

第2項、43条第3項に基づき、事業所の利用定員について、ご意見を伺うものになります。 

なお、東大和市から確認を受けた特定教育・保育施設、これは定員20人以上の認可保育

園や認定こども園などの施設のことです。特定地域型保育事業所は定員20人以下の小規模

保育事業所や家庭的保育事業所、保育ママさんなどの事業所になります。こちらについて

は、子ども・子育て支援法に基づく施設型給付、地域型保育給付の対象となるものです。 

定員については、都や市が定める保育室の大きさや保育士の人数の基準を満たした場合

の認可定員に基づき、市が定めた運営基準に基づく事業であるかを確認する際に、認可定

員の範囲内で利用定員を定めるという規定があります。 

具体的な施設ですが、特定教育・保育施設で立野みどり保育園になります。平成30年4月

１日に、以前のグリーンタウンから北西に約300メートル離れた森永乳業工場の隣地に土地を

購入し、新たな園舎を構えました。定員80人から131人へと増員を予定しています。 

続いて明徳保育園ですが、こちらも平成30年４月１日に以前の東大和病院の近隣からモノ

レールの上北台駅前に移転し、新園舎が完成間近です。定員87人から120人へと増員を予

定しています。 

続きまして、れんげ保育園とれんげ上北台保育園です。3、4、5歳児の定員をそれぞれ減

しています。この代わりですが、保育士人材の有効活用として、後ほどご説明させていただき

ますが、地域型保育事業のれんげ第二桜が丘保育園で増設した分に振りかえていただき、

年齢や保育ニーズが高いエリアで新たに展開していただきます。それぞれ平成30年4月１日

より定員変更を予定しており、れんげ保育園は定員169人から159人に、れんげ上北台保育

園は定員162人から157人に変更を予定しています。 

続いて谷里保育園になりますが、同じく平成30年4月１日より174人から188人に定員変更

を予定しています。 

次に2番の特定地域型保育事業所ですが、最初にみつば保育園です。こちらは以前、グリ

ーンタウンにありました立野みどり保育園の跡地を利用して、小規模保育事業所を構えま

す。定員は16人で、ゼロ歳児が8人、１歳児が8人。2歳以降は同じ法人の立野みどり保育園

で引き続き優先的に入所ができる規定を設けます。 

続いて、先ほどのれんげ第二桜が丘保育園ですが、現在の棟の北側の棟を新たに改修し

て設ける予定です。4月１日より10人から19人へ定員変更を予定しています。 
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続いて東大和早樹保育園で、4月１日に12人から15人に定員変更を予定しています。 

ありがとうございました。それでは、この利用定員に関して、ご質問やご意見がありました

ら、よろしくお願いします。 

特にはよろしいでしょうか。 

みつば保育園とれんげ第二桜が丘保育園は、新規の小規模保育所、それから今までやっ

ていたところの事業拡大ということで、昨年秋になりますが、私も市長に呼ばれまして、その辺

りのお話を申し上げたところですが、いわゆる市が認可する小規模保育に関しては、市長も

充実させていきたいご意向があるようでして、私たちの体制に対して、大変に評価していただ

いたことを報告させていただきます。 

では、特定教育・保育施設の利用定員の件は、これで終了させていただきます。 

 

４．報告・情報提供 

ここから先は議事ではなく、報告・情報提供になります。１番の市長への答申ですが、去る

2月8日に私と網干委員の正副会長で中間見直しに関する答申を、市長に対してさせていた

だき受理されました。引き続きこの委員会に対する期待も直接賜ってきましたので、また次年

度以降の活動の源にしていただければ幸いと思います。 

この市長に対する答申に関して、ご意見やご質問はありますか。 

特にないようでしたら、2番の計画の公表について、それから3番の30年度の子ども・子育

て支援会議年間スケジュールについて、2点まとめて事務局から説明をお願いします。 

それでは事業計画（平成30年3月改訂版）及び平成28年度実施状況報告書の公表につ

いてですが、資料3をごらんください。会長からご報告いただいたとおり、先日答申した中間

見直し計画を都に提出したところ、このように受理されましたので、本日、配布した「子ども・子

育て支援事業計画（30年3月改訂）」及び「平成28年度実施状況報告書」を3月30日付で市

公式ホームページ及び子育て支援課の窓口で閲覧できるようにさせていただきます。 

次に平成30年度東大和市子ども・子育て支援会議年間スケジュール（案）についてです

が、資料4をごらんください。日程は、今年度と同じような間隔で開催したいと考えています。 

主な議題ですが、平成30年度は平成32年度を始期とする次期計画を策定する際の見込

量を把握するためのニーズ調査を実施します。 

調査項目は前回と同様に国から基本方針が示される予定ですが、現時点ではまだ示され

ておりません。国から調査票の案が示されましたら、次回の会議で皆様に提示させていただ

く予定です。国の基準の範囲内での修正、当市の地域性を考慮した独自項目の追加等、さ

らには委員の皆様から出された意見を集約しまとめたものを第2回会議でご審議いただき、

調査項目を決定したいと考えています。 

市民の皆様にニーズ調査票を配布する時期ですが、10月を予定しています。配布先は、

前回と同程度の規模で考えています。回収と集計は12月に行い、集計結果等を第4回の会

議でご報告させていただく予定です。 

そしてニーズ調査報告書を作成し、平成31年3月末までに公表する予定です。資料5とし

て、現在の計画を策定したときのスケジュールを参考までに配付させていただきました。 

次に資料6ですが、会場を確保する必要があることから、各回の候補日を２つずつ選定さ

せていただきました。可能であれば、この場で平成30年度の年間スケジュールを確定させて

いただきたいと思いますので、日程調整をお願いします。 
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ありがとうございました。 

本題とは何の関係もありませんが、この実施状況報告書と改訂版の下にある「ゆったり日和 

東やまと」、これは例のものですが、あらゆる文書に使うようになったのですか。 

できるだけ使うような方向になっています。 

皆様にも無償で色々なところで使っていただきたいということでお願いしております。市の

ホームページから自由にダウンロードできます。 

なるほど。こういう報告書や計画書にもこれがあるだけで、それこそ気分がほっこりするとこ

ろがありますね。 

ありがとうございます。是非使っていただきたいと思います。 

 本題に戻りたいと思いますが、このスケジュールについて事務局から説明がありましたが、

その前に公表についてです。前回１月の会議で検討した結果なので、基本的には問題がな

いかと思いますが、皆さんのご意見やご質問を受けたいと思いますのでお願いします。１月

以降で報告書に関して変更になったところはありますか。 

前述のロゴを入れただけです。 

では、基本的によろしいでしょうか。 

それでは30年度スケジュールの確定ですが、会場の都合等もあるかと思いますが、１回目

は決まっているのですか。 

市長の都合もあり、この日でお願いしたいと思います。 

これは市長から諮問があるからですね。１回目は5月28日月曜日に中央図書館の視聴覚

室になりますが、2回目以降の７月、10月、１月、3月についてはいかがでしょうか。現時点で

ある程度の予定を皆さん方もお持ちではないかと思いますが。 

 

（委員間で日程調整） 

第2回 7月18日水曜日 午後2時から 中央公民館301学習室 

第3回 10月9日火曜日 午後2時から 中央公民館301学習室 

第4回 1月29日火曜日 午後2時から 中央公民館視聴覚室 

第5回 3月19日火曜日 午後2時から 中央公民館301学習室 

 

では、これで決定ということでよろしくお願いします。できるだけこのスケジュールを尊重し

た上で、皆さん個々のスケジュールをこれから先、検討していただければ幸いかと思います

のでよろしくお願いします。 

それでは残りの報告事項2点、保育園の入所状況と、学童保育所の入所状況について、

事務局からご説明をお願いします。 

資料７番の平成30年度保育施設入所状況（新規）の説明をさせていただきます。 

平成30年４月入所の受付けは、11月末から2週間ほどで一次申請、2月上旬に2週間ほど

で二次申請を行いました。保育施設の入所状況ですが、4月１日時点で新たに入所される方

の状況が１枚目にあります。年齢別でゼロ歳児が175人、１歳児が180人、2歳児が47人、3歳

児が48人、４歳児が5人、5歳児が7人で合計462人となっています。下段が在籍児童数にな

っており、上段にある新規入所と合計した人数が、４月１日現在に保育園に在籍する純然た

る人数になります。ゼロ歳児が175人、１歳児が340人、2歳児が397人、3歳児が419人、4歳児

が429人、5歳児が431人で計2,191人となっています。 
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その下に、参考に入れさせていただいたのは就学前児童数で、直近3月１日時点での東

大和市民のゼロ歳児から5歳児の人口になります。それぞれ年齢別に出させていただき、合

計が4,323人。在籍児童数②番と就学前児童数③番それぞれの割合を入れました。 

ゼロ歳児の約４分の１が保育所を利用されているという状況です。１歳児は5割弱、2歳児

は5割強、4、5歳児になると5割を超える状況で、合計でも5割を超えている状況になります。 

ありがとうございました。 

引き続き学童保育の報告をしていただいてから、両方合わせて皆さんの質問や意見をい

ただきたいと思います。 

資料8をごらんいただきたいと思います。平成30年度の学童保育所の入所状況です。上段

の学童保育所入所児童数①に各学年の公立学童11か所と民間で新たに開所する2か所の

学童を合わせた学年別の数字を入れさせていただきました。 

下段の市内小学校児童生徒数②は、平成30年度の小学校10校の各学年見込数を入れさ

せていただきまして、割合を比較したものを一番下で出させていただいています。 

1年生、低学年になるほど学童利用の希望がもともと多いということと、利用基準も低学年

の方がより入りやすい状況にあります。見ていただくとおり、1年生、2年生が全体児童数のほ

とんどを、１年生については45％が学童保育所を利用する予定という状況です。 

ありがとうございました。 

では、保育所並びに学童保育の入所状況をご報告いただきましたが、これに関して、皆さ

んからご意見、ご質問をいただければと思いますがいかがでしょうか。 

市内の児童数でいいますと、5歳児に当たる人数が780人で後ろ側の全市内の小学校児

童生徒数と比較しましても、ここだけ突出して大きくなっています。ほかは5年生の775人が多

いですが、あとは大体七百数十ぐらいでずっと推移しています。 

このときは、出生率が26市中で1位のときでした。 

この５歳児の世代がそうでしたか。 

2歳児737人のときも、出生数は自体は減りましたが、お母さんの数も減っていますが、出生

率は高いときでした。 

そういう背景があるわけですね。 

現在は680人～700人弱ぐらいで推移しています。 

この推移から見ますと心配されるのが、この5歳児780人が１年生になりますと、45％が学童

保育を利用している状況から考えて、学童保育が大変になることが予想されます。 

まだわかりませんが、待機児童数は次回の会議で出させていただく予定です。 

保育については市長の号令一下、改善が見られまして、住みやすい町ランキングなどさま

ざまな指標で取り上げられる機会が増えましたが、学童保育は前から触れておりますように、

待機児童が多い状況です。本日この会議が終りましたら、都の少子社会対策部長のところに

寄ってこようかと思っていますが、部長からも東大和市は学童保育を何とかしないと大変だと

言われていますので、努力していただければと思います。 

この入所状況の報告に関して、何かご意見や感想はありませんか。 

市もそれぞれのセクションで努力はしていただいていますが、なかなか画期的な解決方法

というのはありませんので、地道に一つ一つのことを着実に実施していく。例えば、保育所の

利用定員もそうですが、少しずつできるところで努力していくことが本筋と思いますので、その

辺りをご理解いただければと思います。 



6 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

会長 

 

 

 

 

では、特になければこの報告事項に関しては、終了させていただきます。 

 

５．その他 

では次第の５番、次回の会議日程ですが、これはさきほど次年度のスケジュールを決める

ときに言及されていましたが、改めて30年度第１回の開催日程についてお願いします。 

次回、平成30年度第１回目ですが、市長の日程確保の関係がありまして、５月28日の月曜

日午後２時から、中央図書館２階視聴覚室で開催させていただきたいと思います。当日は市

長から会長に、平成30年度の諮問を予定させていただいていますので、どうぞよろしくお願

いします。 

ありがとうございました。 

 

６．閉会 

予定にありました事項は全て終了しましたので、これで閉会させていただきたいと思います

が、次年度はニーズ調査がかかってきますので、それに対する皆さんのアイデアやご協力を

いただき、いい調査を実施できれば幸いだと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは次年度の活動に向けて、皆さんにご協力をお願いと期待することをもちまして、

今年度最後のこの会議を閉めたいと思います。お疲れさまでした。 

 


